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一般国道 9
号鳥取西道
路改築工事

所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松 原 古 墳 群

集 落

古 墳 群

墓 地

古 墳 時 代

中世・近世

古墳 10
竪穴住居跡１
段状遺構３
集石５
土坑 12
埋設土器１

弥生土器、土師器、須恵器、
陶磁器、鉄製品、玉類、石塔、
石器

古墳時代後
期の古墳群。
横穴式石室
１基含む。
中世以降の
石塔多数出
土

要 　 約

古墳時代～中・近世の複合遺跡。古墳時代前期には段状遺構がつくられ、集落として利用さ
れる。
古墳時代後期初頭に古墳群が形成され始め、後期末まで古墳造営が継続して行われる。調査

地内では合計 10 基の古墳を調査し、古墳の築造方法や、埋葬施設の形態の時期的変遷を確認
した。なかでも、後期中葉～後葉の 21 号墳・27 号墳で墳丘の増築を伴う追葬を確認したほか、
後期末の 28 号墳では横穴式石室を検出するなど、特に後期後半の古墳で興味深い成果が得られ
た。
中世～近世には集石、土坑、埋設土器などがつくられる。集石には五輪塔や宝篋印塔などの

石塔部材を大量に含むものが見られたほか、土坑・埋設土器には火葬骨が含まれるものも確認
しており、これらの遺構が墓である可能性が高い。したがって、中世以降には墓地が形成され
ていたと考えられる。
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